2020年(令和２年)　第33回千葉県高等学校文化連盟放送コンテスト【アナウンス部門】原稿
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【原稿内容】
１１月２１日には、千葉県高等学校文化連盟放送コンテストが行われます。
今年は、新型コロナウィルスの影響で学校生活がままならない状況からスタートし、夏のＮＨＫ杯の放送コンテストは中止になってしまいました。
全国高等学校総合文化祭は、高知県で行われる予定でしたが、全国からたくさんの人を集めることが難しいため、オンラインで開催されました。
来年の総合文化祭は、和歌山県で行われます。そこへ千葉県の代表として推薦をするためには、秋の千葉県高等学校文化連盟放送コンテストを行うか、何か別の方法で代表を決めなければなりません。
そこで、運営委員の先生方は色々な角度から開催できる方法を模索してきました。しかしそれでも、ステージ上のマイクを使うアナウンス部門や朗読部門は、感染拡大防止の観点から通常の方法で実施をすることがどうしてもできませんでした。
運営委員長の志村先生は、
「色々な想いで活動している放送部や放送委員会の生徒たちに、発表の場を設けたい。例年と形は違うけれど、何とか開催できるのでホッとしています。」と話します。
アナウンス・朗読の予選は、動画を使って非公開で行われ、本選も同じ動画を使って会場で審査されます。皆さん頑張って準備してください。
	学校名
	＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊高等学校


６００字入力できます。　足りない場合は、２ページ目を作ってください。

